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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンポーネントキャリアで送受信が可能な基地局装置と移動端末装置との通信制
御方法であって、
　前記基地局装置において情報ビットをチャネル符号化するステップと、チャネル符号化
後の符号化ビットに対してレートマッチング処理を行うステップと、レートマッチング後
の符号化ビット長に応じた送信データを移動端末装置に送信するステップと、
　前記移動端末装置において前記送信データを受信するステップと、受信データをチャネ
ル復号化するステップと、受信データに誤りが生じた場合に前記受信データの一部を前記
移動端末装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて当該ソフトバッファメモリに格納
するステップと、を具備し、
　前記基地局装置は、コンポーネントキャリアの数に関わらず、単一のコンポーネントキ
ャリアのみで送受信が可能な移動端末装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて前記
チャネル符号化後の符号化ビット長を決定することを特徴とする通信制御方法。
【請求項２】
　前記基地局装置は、前記単一のコンポーネントキャリアのみで送受信が可能な移動端末
装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて前記チャネル符号化後の符号化ビットの一
定量を廃棄することを特徴とする請求項１記載の通信制御方法。
【請求項３】
　前記移動端末装置は、受信データに誤りが生じた場合に前記受信データの一部を前記ソ
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フトバッファメモリのサイズに応じて廃棄することを特徴とする請求項１又は請求項２に
記載の通信制御方法。
【請求項４】
　前記基地局装置において、前記チャネル符号化後の符号化ビットを前記ソフトバッファ
メモリのサイズに応じて廃棄することなくレートマッチング処理を行うことを特徴とする
請求項１から請求項３のいずれかに記載の通信制御方法。
【請求項５】
　前記基地局装置が前記移動端末装置から前記受信データの再送要求を受けたときに、前
記送信データを再送するステップを具備し、前記送信データの再送回数に応じて、パリテ
ィビットの送信方式であるＣｈａｓｅ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇと、Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ
　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙとを切り替えることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれ
かに記載の通信制御方法。
【請求項６】
　複数のコンポーネントキャリアで送受信が可能な基地局装置と移動端末装置とを有する
移動通信システムであって、
　前記基地局装置は、情報ビットをチャネル符号化するチャネル符号化部、チャネル符号
化後の符号化ビットに対してレートマッチング処理を行うレートマッチング部、及びレー
トマッチング後の符号化ビット長に応じた送信データを移動端末装置に送信する送信部を
有し、
　前記移動端末装置は、前記送信データを受信する受信部、受信データをチャネル復号化
するチャネル復号化部、及び受信データに誤りが生じた場合に前記受信データの一部を前
記移動端末装置のソフトバッファメモリサイズに応じて当該ソフトバッファメモリに格納
する処理部を有し、
　前記基地局装置は、コンポーネントキャリアの数に関わらず、単一のコンポーネントキ
ャリアのみで送受信が可能な移動端末装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて前記
チャネル符号化後の符号化ビット長を決定することを特徴とする移動通信システム。
【請求項７】
　前記基地局装置は、前記レートマッチング処理に先行して、前記単一のコンポーネント
キャリアのみで送受信が可能な移動端末装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて前
記チャネル符号化後の符号化ビットの一定量を廃棄する廃棄処理部を具備することを特徴
とする請求項６記載の移動通信システム。
【請求項８】
　前記処理部は、受信データに誤りが生じた場合に前記受信データの一部を前記ソフトバ
ッファメモリのサイズに応じて廃棄することを特徴とする請求項６又は請求項７に記載の
移動通信システム。
【請求項９】
　前記基地局装置が前記移動端末装置から前記受信データの再送要求を受けたときに、前
記送信データの再送回数に応じて、パリティビットの送信方式であるＣｈａｓｅ　Ｃｏｍ
ｂｉｎｉｎｇと、Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙとを切り替える切り替
え部を具備することを特徴とする請求項７又は請求項８記載の移動通信システム。
【請求項１０】
　複数のコンポーネントキャリアで送受信が可能な移動端末装置であって、
　基地局装置からの送信データを受信する受信部と、受信データをチャネル復号化するチ
ャネル復号化部と、受信データに誤りが生じた場合に前記受信データの一部又は全部を移
動端末装置の使用可能なソフトバッファメモリサイズに応じて当該ソフトバッファメモリ
に格納する処理部と、を具備し、
　前記基地局装置から送信されるデータは、情報ビットをチャネル符号化して得られる符
号化ビットに対してレートマッチング処理を行って得られる符号化ビット長に応じた送信
データであり、且つ、前記チャネル符号化後の符号化ビット長が、コンポーネントキャリ
アの数に関わらず、単一のコンポーネントキャリアのみで送受信が可能なソフトバッファ
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メモリのサイズに応じて決定されていることを特徴とする移動端末装置。
【請求項１１】
　前記処理部は、前記基地局からの受信データに誤りが生じた場合に前記受信データの一
部を前記ソフトバッファメモリのサイズに応じて廃棄することを特徴とする請求項１０に
記載の移動端末装置。
【請求項１２】
　前記ソフトバッファメモリの使用状況を監視し、前記使用状況に応じて前記受信データ
の一部又は全部を格納する領域を変える制御部をさらに具備することを特徴とする請求項
１１記載の移動端末装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、複数のコンポーネントキャリアで前記基地局装置からの送信データを受
信する場合に前記複数のコンポーネントキャリア間で前記ソフトバッファメモリを共有す
ることを特徴とする請求項１２記載の移動端末装置。
【請求項１４】
　前記制御部は、第１のコンポーネントキャリアにて誤りが発生したＨＡＲＱプロセスに
対応する受信データと、第２のコンポーネントキャリアにて誤りが発生したＨＡＲＱプロ
セスに対応する受信データとを前記ソフトバッファメモリに割り当てることを特徴とする
請求項１３記載の移動端末装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、前記受信データの一部を格納する領域に応じて前記廃棄処理部の動作を
制御することを特徴とする請求項１２記載の移動端末装置。
【請求項１６】
　単一のコンポーネントキャリアのみで送受信が可能な移動端末装置及び複数のコンポー
ネントキャリアで移動端末装置と送受信が可能な基地局装置であって、
　前記基地局装置は、情報ビットをチャネル符号化するチャネル符号化部、チャネル符号
化後の符号化ビットに対してレートマッチング処理を行うレートマッチング部、及びレー
トマッチング後の符号化ビット長に応じた送信データを移動端末装置に送信する送信部を
有し、
　コンポーネントキャリアの数に関わらず、単一のコンポーネントキャリアのみで送受信
が可能な移動端末装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて前記チャネル符号化後の
符号化ビット長を決定することを特徴とする基地局装置。
【請求項１７】
　前記基地局装置は、前記単一のコンポーネントキャリアのみで送受信が可能な移動端末
装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて前記チャネル符号化後の符号化ビットの一
定量を廃棄することを特徴とする請求項１６記載の基地局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信制御方法、移動通信システム及び移動端末装置に関し、特に、データ伝
送時における伝送特性の劣化を抑制する通信制御方法、移動通信システム及び移動端末装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System）ネットワークにおいて
は、周波数利用効率の向上、データレートの向上を目的として、ＨＳＤＰＡ（High　Spee
d　Downlink　Packet　Access）やＨＳＵＰＡ（High　Speed　Uplink　Packet　Access）
を採用することにより、Ｗ-ＣＤＭＡ（Wideband　Code　Division　Multiple　Access）
をベースとしたシステムの特徴を最大限に引き出すことが行われている。このＵＭＴＳネ
ットワークについては、更なる高速データレート、低遅延などを目的としてロングターム
エボリューション（ＬＴＥ:Long　Term　Evolution）が検討されている。
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【０００３】
　第３世代のシステムは、概して５ＭＨｚの固定帯域を用いて、下り回線で最大２Ｍｂｐ
ｓ程度の伝送レートを実現できる。一方、ＬＴＥ方式のシステムにおいては、１．４ＭＨ
ｚ～２０ＭＨｚの可変帯域を用いて、下り回線で最大３００Ｍｂｐｓ及び上り回線で７５
Ｍｂｐｓ程度の伝送レートを実現できる。また、ＵＭＴＳネットワークにおいては、更な
る広帯域化及び高速化を目的として、ＬＴＥの後継のシステムも検討されている（例えば
、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ））。例えば、ＬＴＥ－Ａにおいては、ＬＴＥ仕様の
最大システム帯域である２０ＭＨｚを、１００ＭＨｚ程度まで拡張することが予定されて
いる。
【０００４】
　ＬＴＥ方式のシステム（ＬＴＥシステム）においては、誤り訂正（ＦＥＣ：Ｆｏｒｗａ
ｒｄ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）と再送制御（ＡＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　
Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ）とを組み合わせて用いるハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ
）を適用することが提案されている（例えば、非特許文献１参照）。このＨＡＲＱにおい
ては、移動端末装置ＵＥから誤りがあった受信データの再送を要求することで、例えば、
移動端末装置ＵＥ側における雑音に起因するランダムな誤りに有効に対応することが可能
である。
【０００５】
　特に、ＬＴＥシステムにおいては、ソフトコンバイニングを伴うＨＡＲＱを適用するこ
とが提案されている。このソフトコンバイニングを伴うＨＡＲＱは、誤りがあった受信デ
ータを、再送制御用のバッファメモリ（より具体的には、ＬＬＲ（Ｌｏｇ　Ｌｉｋｅｌｉ
ｈｏｏｄ　Ｒａｔｉｏ）保管バッファメモリ）に蓄積し、後に再送されるデータ（再送デ
ータ）と合成することにより、信頼性の高い受信データを得る手法である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１２“Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ａｎｄ　
ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述したソフトコンバイニングを伴うハイブリッドＡＲＱにおいては、移動端末装置Ｕ
Ｅで十分に再送制御用のバッファメモリ（ソフトバッファメモリ）が確保される場合に信
頼性の高い受信データを得ることができ、データ伝送時における伝送特性を改善できる。
しかしながら、移動端末装置ＵＥで十分に再送制御用のソフトバッファメモリが確保され
ない場合には、データ伝送時における伝送特性が劣化する事態が発生し得る。
【０００８】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、移動端末装置で十分に再送制御用のソ
フトバッファメモリが確保されない場合においても、データ伝送時における伝送特性の劣
化を抑制できる通信制御方法、移動通信システム及び移動端末装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の通信制御方法は、複数のコンポーネントキャリアで送受信が可能な基地局装置
と移動端末装置との通信制御方法であって、前記基地局装置において情報ビットをチャネ
ル符号化するステップと、チャネル符号化後の符号化ビットに対してレートマッチング処
理を行うステップと、レートマッチング後の符号化ビット長に応じた送信データを移動端
末装置に送信するステップと、前記移動端末装置において前記送信データを受信するステ
ップと、受信データをチャネル復号化するステップと、受信データに誤りが生じた場合に
前記受信データの一部を前記移動端末装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて当該
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ソフトバッファメモリに格納するステップと、を具備し、前記基地局装置は、コンポーネ
ントキャリアの数に関わらず、単一のコンポーネントキャリアのみで送受信が可能な移動
端末装置のソフトバッファメモリのサイズに応じて前記チャネル符号化後の符号化ビット
長を決定することを特徴とする。
【００１０】
　本発明の通信制御方法によれば、送信データを構成する符号化ビットの一部が、基地局
装置で廃棄されることが防止される。このため、移動端末装置においては、これらのパリ
ティビットを含む受信データ（符号化ビット）に基づいて伝送特性を改善できる。この結
果、移動端末装置において、ソフトバッファメモリが十分に確保されない場合においても
、データ伝送時における伝送特性の劣化を抑制できる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、移動端末装置で十分にソフトバッファメモリが確保されない場合にお
いても、データ伝送時における伝送特性の劣化を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ＬＴＥシステムの基地局装置のデータ伝送時における処理の説明図である。
【図２】ＬＴＥシステムのデータ再送時における基地局装置及び移動端末装置の処理の説
明図である。
【図３】ＬＴＥシステムのデータ再送時における基地局装置及び移動端末装置の処理の説
明図である。
【図４】ＬＴＥシステムのデータ再送時における基地局装置及び移動端末装置の処理の説
明図である。
【図５】本実施の形態に係る通信制御方法のデータ伝送時における処理の説明図である。
【図６】本実施の形態に係る通信制御方法が適用される基地局装置の構成を示すブロック
図である。
【図７】本実施の形態に係る通信制御方法が適用される移動端末装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図８】本実施の形態に係る通信制御方法のデータ伝送時におけるシーケンス図である。
【図９】第１の変形例に係る通信制御方法のデータ伝送時における処理の説明図である。
【図１０】第１の変形例に係る通信制御方法が適用される基地局装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図１１】ＨＡＲＱプロセス数が８個の場合にバッファメモリに設定されるソフトバッフ
ァの説明図である。
【図１２】第２の変形例に係る通信制御方法により受信データを処理する場合の一例の説
明図である。
【図１３】第２の変形例に係る通信制御方法により受信データを処理する場合の他例の説
明図である。
【図１４】第２の変形例に係る通信制御方法が適用される移動端末装置の構成を示すブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。なお、以下
においては、本発明を通信制御方法、並びに、この通信制御方法が適用される移動端末装
置ＵＥ及び基地局装置ｅＮＢに具現化して説明するが、これに限定されるものではない。
本発明の通信制御方法が適用され、或いは、この通信制御方法が適用される移動端末装置
ＵＥ及び基地局装置ｅＮＢを備える移動通信システムとしても成立するものである。
【００１４】
　まず、ＬＴＥシステムのデータ伝送時における処理について、図１～図４を参照しなが
ら説明する。図１は、ＬＴＥシステムの基地局装置ｅＮＢのデータ伝送時における処理の
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説明図である。図２～図４は、ＬＴＥシステムのデータ再送時における基地局装置ｅＮＢ
及び移動端末装置ＵＥの処理の説明図である。なお、図２においては、誤りがあった受信
データが格納される、再送制御用のバッファメモリ（ＬＬＲ保管バッファメモリ、以下「
ソフトバッファ」という）が移動端末装置ＵＥで十分に確保される場合の処理を示し、図
３及び図４においては、ソフトバッファが移動端末装置ＵＥで十分に確保されない場合の
処理を示している。
【００１５】
　データ伝送を行う場合、基地局装置ｅＮＢは、図１に示すように、まず、トランスポー
トブロックのサイズ（ＴＢＳ）に応じた情報ビットに対して２４ビット長の巡回冗長検査
（ＣＲＣ）ビットを付加する。ＣＲＣビットを付加することで、移動端末装置ＵＥ側で復
号したトランスポートブロックに誤りがあるかどうかを検出できる。なお、復号誤りの検
出結果は、例えば、下りリンクのＨＡＲＱプロトコルにおけるデータ再送のトリガとして
使用される。
【００１６】
　そして、基地局装置ｅＮＢは、ＣＲＣビットが付加された情報ビットに対してコードブ
ロック分割を行う（Ｃｏｄｅｂｌｏｃｋ　ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）。このコードブロ
ック分割により、トランスポートブロックは、ターボ符号化器で定義されたブロック長の
範囲内の複数のコードブロックに分割される。基地局装置ｅＮＢは、コードブロック分割
を行った場合、さらに２４ビット長のＣＲＣビットをコードブロック毎に付加する。コー
ドブロック毎にＣＲＣを付加することにより、復号したコードブロックの誤りを早期に検
出でき、結果として繰り返し処理を伴う復号処理を早いタイミングで終了できる。
【００１７】
　次に、基地局装置ｅＮＢは、ＣＲＣが付加されたコードブロック毎にチャネル符号化を
行う。この場合、ＣＲＣが付加された各コードブロックに対して、符号化率１／３のター
ボ符号化が行われ、ビット長ＫＷの符号化ビットが求められる。チャネル符号化された符
号化ビットには、コードブロック毎の情報ビット（システマティックビット）と、パリテ
ィビット（第１パリティビットｐ１、第２パリティビットｐ２）とが含まれる。
【００１８】
　さらに、基地局装置ｅＮＢは、チャネル符号化された符号化ビットに対してレートマッ
チング処理を施す。この場合、パリティビットに対して、レートの微調整のために穿孔（
Ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）又は反復（Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ）によるレートマッチングが適
用される。ここでは、レート１／２のレートマッチング処理が行われビット長Ｅの符号化
ビットが得られる。レートマッチングされた符号化ビットは、所定の変調方式によって変
調された後、下りリンクで移動端末装置ＵＥに送信される。
【００１９】
　このように基地局装置ｅＮＢからデータ伝送が行われる場合において、移動端末装置Ｕ
Ｅで受信データに誤りがあったものとする。ソフトコンバイニングを伴うＨＡＲＱが適用
される場合、移動端末装置ＵＥにおいては、図２に示すように、誤りがあった受信データ
がソフトバッファに格納される（初回送信された受信データ）。そして、移動端末装置Ｕ
Ｅから誤りがあった受信データの再送が要求される。
【００２０】
　図２に示すように、移動端末装置ＵＥにおいて、ソフトバッファが十分に確保される場
合（より具体的には、ソフトバッファサイズＮｃｂが、チャネル符号化後の符号化ビット
のビット長ＫＷ（以下、「チャネル符号化ビット長ＫＷ」という）以上である場合）、移
動端末装置ＵＥから再送要求を受け取ると、基地局装置ｅＮＢは、チャネル符号化後の符
号化ビットに含まれるパリティビットの一部を再送データとして送信する。この場合、再
送データは、移動端末装置ＵＥにおいて、ソフトバッファに格納される（再送後の受信デ
ータ）。移動端末装置ＵＥにおいては、この再送データと、ソフトバッファに蓄積された
受信データ（初回送信された受信データ）とを合成することにより、信頼性の高い受信デ
ータを得ることが可能となる。
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【００２１】
　なお、ソフトコンバイニングを伴うＨＡＲＱは、ＣＣ（ｃｈａｓｅ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎ
ｇ）と、ＩＲ（Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ）とに区分される。ＣＣ
は、データ再送の際に、初回伝送の時に使用されたパリティビットと同一のパリティビッ
トを送信する方式である。ＩＲは、データ再送の際に、初回伝送の時に使用されたパリテ
ィビットと異なるパリティビットを送信する方式である。再送要求に応じて基地局装置ｅ
ＮＢから再送されるパリティビットは、ソフトコンバイニングを伴うＨＡＲＱの種別に応
じて変化する。
【００２２】
　一方、図３及び図４に示すように、移動端末装置ＵＥにおいて、ソフトバッファが十分
に確保されない場合（より具体的には、ソフトバッファサイズＮｃｂがチャネル符号化ビ
ット長ＫＷより小さい場合）には、基地局装置ｅＮＢにおいて、レートマッチング処理に
先行してパリティビットの廃棄処理（Ｄｉｓｃａｒｄｉｎｇ処理）が行われる。この廃棄
処理においては、チャネル符号化後の符号化ビットに含まれるパリティビットが、移動端
末装置ＵＥにて確保されるソフトバッファサイズＮｃｂに応じて廃棄される。より具体的
には、ソフトバッファサイズＮｃｂを上回る分のパリティビットが廃棄される。なお、ソ
フトバッファサイズＮｃｂは、通信開始時にＣａｐａｂｉｌｉｔｙ情報の一部として、移
動端末装置ＵＥから基地局装置ｅＮＢに通知される。
【００２３】
　ここで、移動端末装置ＵＥにおけるソフトバッファサイズＮｃｂは、有限である。また
、ソフトバッファサイズＮｃｂは、基地局装置ｅＮＢとの通信環境に依存して変化する。
例えば、基地局装置ｅＮＢとの間で行われるＨＡＲＱプロセス数（最大８プロセス）や、
基地局装置ｅＮＢとの間で行われるＭＩＭＯ(Multi　Input　Multi　Output)伝送時のコ
ードワード数（最大２コードワード）に応じて分割される。これらの場合、ソフトバッフ
ァサイズＮｃｂは、分割数に応じて縮小される。また、ＬＴＥ－Ａシステムのように、伝
送帯域幅の拡張のためにキャリアアグリゲーションが用いられる場合、ソフトバッファサ
イズＮｃｂは、通信に利用される基本周波数ブロック（以下、「コンポーネントキャリア
」という）の数に応じて分割され、更に縮小されることが考えられる。
【００２４】
　図３においては、移動端末装置ＵＥにおけるソフトバッファサイズＮｃｂが、レートマ
ッチング後の符号化ビットのビット長Ｅ（以下、「レートマッチング後の符号化ビット長
Ｅ」という）以上である場合について示している。ソフトバッファサイズＮｃｂがチャネ
ル符号化ビット長ＫＷより小さい場合であっても、レートマッチング後の符号化ビット長
Ｅよりも大きい場合、初回の送信データにおける伝送特性は、ソフトバッファサイズＮｃ

ｂがチャネル符号化ビット長ＫＷ以上である場合（図２に示す場合）と同等に維持される
。
【００２５】
　一方、図４においては、移動端末装置ＵＥにおけるソフトバッファサイズＮｃｂがレー
トマッチング後の符号化ビット長Ｅより小さい場合について示している。ソフトバッファ
サイズＮｃｂがレートマッチング後の符号化ビット長Ｅより小さい場合、レートマッチン
グにおける反復処理によって情報ビットの一部が複製される。この場合、レートマッチン
グ後の符号化ビットには、情報ビットの一部が重複して含まれる。そして、このように情
報ビットの一部が重複する符号化ビットに応じた送信データが移動端末装置ＵＥに送信さ
れる。この場合、初回の送信データにおける伝送特性は、廃棄されたパリティビットの減
少に応じて、ソフトバッファサイズＮｃｂがチャネル符号化ビット長ＫＷ以上である場合
（図２に示す場合）と比べて劣化する。
【００２６】
　このように移動端末装置ＵＥにてソフトバッファが十分に確保されない場合においては
、基地局装置ｅＮＢでソフトバッファサイズＮｃｂに応じてパリティビットの一部が廃棄
される。なお、ソフトバッファサイズが更に小さくなると情報ビットも破棄される。基地
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局装置ｅＮＢで廃棄されるパリティビットは、移動端末装置ＵＥで利用することによりデ
ータ伝送時における伝送特性の改善に寄与するものである。本発明者らは、これらのパリ
ティビットが移動端末装置ＵＥで利用されることなく基地局装置ｅＮＢで廃棄されること
に起因してデータ伝送時における伝送特性が劣化していることに着目し、本発明をするに
至ったものである。
【００２７】
　本発明の骨子は、基地局装置ｅＮＢでチャネル符号化後の符号化ビットを、ソフトバッ
ファサイズＮｃｂに応じて廃棄することなく、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅに
応じた送信データを送信し、移動端末装置ＵＥで当該送信データを受信して復号し、受信
データに誤りが生じた場合には、ソフトバッファサイズＮｃｂに応じて受信データの一部
を廃棄してソフトバッファに格納することである。これにより、基地局装置ｅＮＢでソフ
トバッファサイズｃｂに応じてパリティビットの一部が廃棄されるのを防止し、これらの
パリティビットに基づいて移動端末装置ＵＥで伝送特性を改善することができるので、ソ
フトバッファが十分に確保されない場合においても、データ伝送時における伝送特性の劣
化を抑制できる。
【００２８】
　図５は、本実施の形態に係る通信制御方法のデータ伝送時における処理の説明図である
。図５においては、ソフトバッファが移動端末装置ＵＥで十分に確保されない場合の処理
を示している。特に、図５においては、移動端末装置ＵＥにおけるソフトバッファサイズ
Ｎｃｂが、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅより小さい場合について示している。
【００２９】
　本実施の形態に係る通信制御方法において、基地局装置ｅＮＢは、移動端末装置ＵＥに
おけるソフトバッファサイズＮｃｂに関わらず、レートマッチング処理に先行してチャネ
ル符号化後の符号化ビットの廃棄処理を行うことはない。この場合、基地局装置ｅＮＢは
、図２に示すように、ソフトバッファが十分に確保される場合（より具体的には、ソフト
バッファサイズＮｃｂがチャネル符号化ビット長ＫＷ以上である場合）と同様に、チャネ
ル符号化された符号化ビットに対してレートマッチング処理を施す。そして、基地局装置
ｅＮＢは、このレートマッチング後の符号化ビット長Ｅに応じた送信データを移動端末装
置ＵＥに送信する。
【００３０】
　移動端末装置ＵＥは、この送信データを受信して復号する。この場合、基地局装置ｅＮ
Ｂにて廃棄処理が行われていない。このため、受信データを構成する符号化ビットには、
情報ビットの一部の複製が含まれず、ソフトバッファが十分に確保される場合と同等のパ
リティビットが含まれる。このような受信データを移動端末装置ＵＥで復号することによ
り、初回の送信データにおいては、ソフトバッファが十分に確保される場合と同等の伝送
特性を得ることができる。このため、移動端末装置ＵＥにおいて、ソフトバッファが十分
に確保されない場合においても、データ伝送時における伝送特性の劣化を抑制できる。こ
の際、移動端末装置ＵＥは、瞬時的なバッファを用いて、送信された符号ビットのＬＬＲ
を計算して蓄積する。
【００３１】
　受信データに誤りが生じた場合においては、移動端末装置ＵＥは、ソフトバッファサイ
ズＮｃｂに応じて受信データの一部を廃棄してソフトバッファに格納する（Ｄｉｓｃａｒ
ｄｉｎｇ処理）。これにより、ソフトバッファが十分に確保されない場合においても、基
地局装置ｅＮＢで廃棄処理を行う場合と同様に、受信データの一部をソフトバッファに適
切に格納できる。移動端末装置ＵＥからの再送要求に応じて基地局装置ｅＮＢから再送デ
ータが送信された場合、移動端末装置ＵＥは、再送データと、ソフトバッファに格納され
た受信データとを合成する。
【００３２】
　図６は、本実施の形態に係る通信制御方法が適用される基地局装置ｅＮＢの構成を示す
ブロック図である。なお、図６に示す基地局装置ｅＮＢは、本発明に係る通信制御方法を
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説明するために簡略化されているが、ＬＴＥシステム又はＬＴＥ－Ａシステムで利用され
る基地局装置ｅＮＢが通常に備える構成については備えているものとする。
【００３３】
　図６に示すように、基地局装置ｅＮＢは、ＣＲＣ付加部１０１と、チャネル符号化部１
０２と、インターリーバ１０３と、廃棄処理部１０４と、レートマッチング部１０５と、
バッファメモリ１０６と、変調部１０７と、制御部１０８とを含んで構成されている。図
６に示す基地局装置ｅＮＢは、制御部１０８の制御の下、図１～図４に示すデータ伝送又
はデータ再送に必要な処理を行う。特に、図６に示す基地局装置ｅＮＢは、制御部１０８
の制御の下、通信する移動端末装置ＵＥの能力に応じてチャネル符号化後の符号化ビット
の廃棄処理の有無を切り替える。
【００３４】
　ＣＲＣ付加部１０１は、入力される情報ビットにパケットデータ単位のエラー検査のた
めのＣＲＣビットを付加する。ここで、情報ビットには、２４ビット長のＣＲＣビットが
付加される。また、ＣＲＣ付加部１０１は、コードブロック分割後のコードブロック毎に
ＣＲＣビットを付加する。
【００３５】
　チャネル符号化部１０２は、ＣＲＣビットを含むパケットデータを所定の符号化方式を
利用して所定の符号率で符号化する。具体的には、チャネル符号化部１０２は、符号化率
１／３のターボ符号化を行い、符号化ビットを得る。パケットデータは、システマティッ
クビットと、このシステマティックビットのエラー制御ビットであるパリティビットに符
号化される。なお、チャネル符号化部１０２で使用される符号化率は、制御部１０８から
与えられる。ここでは、符号化率１／３のターボ符号化を用いる場合について説明するが
、他の符号化率や他の符号化方式を利用することも可能である。
【００３６】
　インターリーバ１０３は、チャネル符号化後の符号化ビットの順序をランダムに再配置
する（インターリーブ処理）。インターリーブ処理は、バーストエラーによるデータ伝送
損失を最小化するために行われる。なお、インターリーブされた符号化ビットは、再送の
ためのバッファメモリ１０６に格納される。移動端末装置ＵＥから再送要求を受け付けた
場合、制御部１０８の制御の下、バッファメモリ１０６に格納された送信パケットの一部
又は全部が変調部１０７に出力される。
【００３７】
　廃棄処理部１０４は、符号化ビットの一部（パリティビット）を廃棄する。例えば、移
動端末装置ＵＥがＲｅｌ．８　ＬＴＥシステムのみに対応する場合において、移動端末装
置ＵＥのソフトバッファが十分に確保されない場合にチャネル符号化後の符号化ビットの
一部を廃棄する（図３及び図４参照）。一方、移動端末装置ＵＥが本発明に係る通信制御
方法に対応する場合には、廃棄処理部１０４は、チャネル符号化後の符号化ビットに対す
る廃棄処理を行わない。この場合、廃棄処理部１０４による廃棄処理の有無は、制御部１
０８からの指示に応じて行われる。すなわち、制御部１０８から与えられる移動端末装置
ＵＥの能力情報（ソフトバッファサイズを含む）に応じて廃棄処理の有無が切り替えられ
る。
【００３８】
　レートマッチング部１０５は、符号化ビットに対して反復（Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ）及
び穿孔（Ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）を行うことによって、符号化ビットのレートマッチング
を行う。例えば、レートマッチング部１０５は、チャネル符号化後の符号化ビット長ＫＷ

が、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅより大きい場合に穿孔を行う（図３、図５参
照）。一方、レートマッチング部１０５は、チャネル符号化後の符号化ビット長ＫＷが、
レートマッチング後の符号化ビット長Ｅより小さい場合に反復を行う（図４参照）。
【００３９】
　変調部１０７は、レートマッチング部１０５（又はバッファメモリ１０６）から入力さ
れた符号化ビットを所定の変調方式によって変調する。なお、変調部１０７で使用される
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変調方式は、制御部１０８から与えられる。変調方式には、例えば、ＱＰＳＫ（Ｑｕａｄ
ｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）、８ＰＳＫ、１６ＱＡＭ（Ｑｕ
ａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）、６４ＱＡＭなどが含
まれる。変調部１０７により変調された符号化ビットは、送信データとして下りリンクで
移動端末装置ＵＥに送信される。
【００４０】
　制御部１０８は、基地局装置ｅＮＢの全体の動作を制御する。例えば、現在の無線チャ
ネル状態に応じてチャネル符号化部１０２の符号化率及び変調部１０７の変調方式を決定
する。また、制御部１０８は、移動端末装置ＵＥから通信開始時に通知される能力情報（
ソフトバッファサイズを含む）に応じて、廃棄処理部１０３の廃棄処理の有無を決定する
。さらに、制御部１０８は、移動端末装置ＵＥから送信される応答信号（ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ）に応じて再送制御を行う。応答信号ＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）を受信した場
合には、バッファメモリ１０６内の対応する送信パケットを削除する。一方、応答信号Ｎ
ＡＣＫ（Ｎｏｎ－Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）を受信した場合には、バッファメモリ１０６
内の対応する送信パケットの一部又は全部を抽出し、変調部１０７を介して移動端末装置
ＵＥに再送する。
【００４１】
　図７は、本実施の形態に係る通信制御方法が適用される移動端末装置ＵＥの構成を示す
ブロック図である。なお、図７に示す移動端末装置ＵＥにおいては、本発明に係る通信制
御方法を説明するために簡略化されているが、ＬＴＥシステム又はＬＴＥ－Ａシステムで
利用される移動端末装置ＵＥが通常に備える構成については備えているものとする。
【００４２】
　図７に示すように、移動端末装置ＵＥは、復調部２０１と、デインターリーバ２０２と
、合成部２０３と、廃棄処理部２０４と、バッファメモリ２０５と、チャネル復号化部２
０６と、ＣＲＣ検査部２０７と、制御部２０８とを含んで構成されている。図７に示す移
動端末装置ＵＥは、制御部２０８の制御の下、図５に示すように、受信データの一部を廃
棄してソフトバッファに格納する。
【００４３】
　復調部２０１は、基地局装置ｅＮＢから受信されたデータ（受信データ）を復調する。
この場合、復調部２０１は、基地局装置ｅＮＢの変調部１０７で使用された変調方式に対
応する復調方式によって復調する。これにより、受信データに含まれる符号化ビットが求
められる。
【００４４】
　デインターリーバ２０２は、復調部２０１から入力された符号化ビットに対して、デイ
ンターリービング処理を行う。この場合、デインターリーバ２０２は、基地局装置ｅＮＢ
のインターリーバ１０４のインターリービング方法に対応するデインターリービング方法
によってデインターリービング処理を行う。
【００４５】
　合成部２０３は、バッファメモリ２０５に格納された同一のパケットの符号化ビットを
、現在受信された符号化ビットと合成する。バッファメモリ２０５に格納された同一のパ
ケットの符号化ビットが存在しない場合、つまり、初回伝送である場合、合成部２０３は
、現在受信された符号化ビットを廃棄処理部２０４及びチャネル復号化部２０６に出力す
る。
【００４６】
　廃棄処理部２０４は、合成部２０３からの符号化ビットの一部を廃棄する。廃棄処理部
２０４は、バッファメモリ２０５の一部又は全部に設定されたソフトバッファサイズに応
じて、合成部２０３からの符号化ビットの一部を廃棄する。より具体的には、廃棄処理部
２０４は、ソフトバッファサイズを上回る分の符号化ビットの一部（パリティビット）を
廃棄する。なお、ソフトバッファサイズが合成部２０３からの符号化ビット長以上である
場合には、符号化ビットの一部を廃棄することはない。
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【００４７】
　ソフトバッファ（バッファメモリ２０５）には、廃棄処理部２０４により一部が廃棄さ
れた符号化ビットが格納される。また、廃棄処理部２０４により廃棄処理を受けなかった
符号化ビットも格納される。格納された符号化ビットは、合成部２０３によって、再受信
された符号化ビットとの合成に利用される。このようにソフトバッファサイズより大きい
符号化ビットを受信した場合には、廃棄処理部２０４で当該符号化ビットの一部が廃棄さ
れ、ソフトバッファに格納される。このため、移動端末装置ＵＥにおいて、十分にソフト
バッファが確保されない場合においても、基地局装置ｅＮＢで廃棄処理を行う場合と同様
に、受信データ（符号化ビット）の一部をソフトバッファに適切に格納できる。
【００４８】
　チャネル復号化部２０６は、合成部２０３からの符号化ビットを所定の復号化方式で復
号化することによって復元する。この場合、チャネル復号化部２０６は、基地局装置ｅＮ
Ｂのチャネル符号化部１０２の符号化方式に対応するターボ復号方式を使用する。ターボ
復号方式によって合成部２０３からの符号化ビットを復号化することで、システマティッ
クビット及びパリティビットに基づいて情報ビットが復元される。
【００４９】
　ＣＲＣ検査部２０７は、復元された情報ビットからパケット単位でＣＲＣビットを抽出
する。そして、抽出されたＣＲＣビットを利用してパケットが誤りを有するか否かを判断
する。ＣＲＣ検査部２０７による判断結果は、制御部２０８に出力される。ＣＲＣ検査部
２０７によって、誤りを有しないと判断されたパケット内の情報ビットは上位レイヤに出
力される。
【００５０】
　制御部２０８は、移動端末装置ＵＥの全体の動作を制御する。例えば、ＣＲＣ検査部２
０７による判断結果において、パケットが誤りを有しない場合には、制御部２０８は、当
該パケットの受信を確認する応答信号ＡＣＫを基地局装置ｅＮＢに送信する。一方、パケ
ットが誤りを有する場合には、制御部２０８は、当該パケットの再送を要求する応答信号
ＮＡＣＫを基地局装置ｅＮＢに送信する。応答信号ＡＣＫを送信する場合、制御部２０８
は、ソフトバッファの初期化を行う。この場合、ソフトバッファ内における当該パケット
に対する符号化ビットが除去される。一方、応答信号ＮＡＣＫを送信する場合には、ソフ
トバッファの初期化を行わない。この場合、ソフトバッファ内における当該パケットに対
する符号化ビットは残る。
【００５１】
　図８は、本実施の形態に係る通信制御方法のデータ伝送時におけるシーケンス図である
。図８において、移動端末装置ＵＥは、本通信制御方法に対応するものとする。また、移
動端末装置ＵＥは、ソフトバッファサイズが、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅよ
り小さいものとする。さらに、図８においては、基地局装置ｅＮＢから移動端末装置ＵＥ
に送信データを初回送信する場合の処理について示している。
【００５２】
　図８に示すように、情報ビットが入力されると、ＣＲＣ付加部１０１は、パケットデー
タ単位のエラー検査のためのＣＲＣビットを付加する（ステップＳＴ８０１）。ＣＲＣ付
加部１０１からＣＲＣビットを含むパケットデータを受け取ると、チャネル符号化部１０
２は、符号化率１／３のターボ符号方式によりチャネル符号化を行い、符号化ビットを得
る（ステップＳＴ８０２）。
【００５３】
　インターリーバ１０３は、レートマッチング後の符号化ビットの順序をランダムに再配
置（インターリーブ）する（ステップＳＴ８０３）。インターリーブされた符号化ビット
は、再送のためのバッファメモリ１０６に格納されるが、図８においては省略している。
レートマッチング部１０５は、インターリーブ後の符号化ビットに対してレートマッチン
グを行う（ステップＳＴ８０４）。この場合、移動端末装置ＵＥが本通信制御方法に対応
することから、廃棄処理部１０４による符号化ビットの廃棄処理は行われない。このため
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、図４に示すように、レートマッチング後の符号化ビットに情報ビットが重複して含まれ
ることはない。レートマッチング後の符号化ビットには、図２に示すように、ソフトバッ
ファが十分に確保される場合と同等のパリティビットが含まれる。
【００５４】
　変調部１０７は、インターリーバ１０３（又はバッファメモリ１０６）から入力された
符号化ビットを所定の変調方式によって変調する（ステップＳＴ８０５）。変調部１０７
により変調された符号化ビットは、送信データとして下りリンクで移動端末装置ＵＥに送
信される（ステップＳＴ８０６）。
【００５５】
　基地局装置ｅＮＢからの送信データが移動端末装置ＵＥで受信される（ステップＳＴ８
０７）。復調部２０１は、この受信データを復調する（ステップＳＴ８０８）。この場合
、受信データは、基地局装置ｅＮＢの変調部１０７で使用された変調方式に対応する復調
方式によって復調される。復調された符号化ビットに対し、デインターリーバ２０２は、
デインターリービング処理を行う（ステップＳＴ８０９）。
【００５６】
　デインターリーブされた符号化ビットは、合成部２０３に出力される。ここで、基地局
装置ｅＮＢからの送信データは、初回送信されたものであるため、バッファメモリ（ソフ
トバッファ）２０５に同一パケットに対する符号化ビットは格納されていない。チャネル
復号化部２０６は、合成部２０３からの符号化ビットを所定の復号化方式で復号化するこ
とによって復元する（ステップＳＴ８１０）。この場合、符号化ビットは、基地局装置ｅ
ＮＢのチャネル符号化部１０２の符号化方式に対応するターボ復号方式でチャネル復号化
される。これにより、送信データに含まれる情報ビットが復元される。
【００５７】
　ＣＲＣ検査部２０７においては、復元された情報ビットからパケット単位でＣＲＣビッ
トが抽出される。そして、抽出されたＣＲＣビットを利用してパケットが誤りを有するか
否かが判断される（ＣＲＣ検査：ステップＳＴ８１１）。ＣＲＣ検査部２０７によって、
誤りを有しないと判断されたパケット内の情報ビットは上位レイヤに出力される。
【００５８】
　ＳＴ８１０のチャネル復号化処理と並行して、合成部２０３から符号化ビットが廃棄処
理部２０４に出力される。廃棄処理部２０４は、この符号化ビットの一部を廃棄する（ス
テップＳＴ８１２）。この場合、ソフトバッファサイズがレートマッチング後の符号化ビ
ット長Ｅより小さいことから、ソフトバッファサイズを上回る分の符号化ビットの一部（
パリティビット）が廃棄される。そして、一部が廃棄された符号化ビットがバッファメモ
リ（ソフトバッファ）２０５に格納される（ステップＳＴ８１３）。
【００５９】
　このように本実施の形態に係る通信制御方法によれば、送信データを構成する符号化ビ
ットの一部が、基地局装置ｅＮＢで廃棄されることが防止される。このため、移動端末装
置ＵＥにおいては、これらのパリティビットを含む受信データ（符号化ビット）に基づい
て伝送特性を改善することができる。この結果、移動端末装置ＵＥにおいて、ソフトバッ
ファが十分に確保されない場合においても、データ伝送時における伝送特性の劣化を抑制
できる。
【００６０】
　図８に示すシーケンスに従って初回送信が行われる場合において、受信データに誤りが
生じた場合、移動端末装置ＵＥから基地局装置ｅＮＢに対して、ＮＡＣＫ応答信号を送信
することで、送信データを再送が要求される。一方、バッファメモリ２０５に格納された
符号化ビットは維持される。
【００６１】
　再送要求を受けると、基地局装置ｅＮＢは、バッファメモリ１０６から対応する送信デ
ータを再送する。再送データは、初期送信された送信データと同様に、復調処理及びデイ
ンターリーブ処理を経て合成部２０３に出力される。合成部２０３は、この再送データに
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対する符号化ビットと、バッファメモリ（ソフトバッファ）２０５に格納された受信デー
タに対する符号化ビットとを合成する。そして、その合成後の符号化ビットは、チャネル
復号化及びＣＲＣ検査を経て、情報ビットとして出力される。なお、再送データに誤りが
生じた場合には、同様の再送制御が繰り返される。
【００６２】
　一般に、再送制御を行う際、基地局装置ｅＮＢにおいては、前回送信と同一ビット列を
再送する方式（例えば、ＣＣ（ｃｈａｓｅ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）や、前回送信と異なる
ビット列を再送するＩＲ（Ｉｎｃｒｅｍｅｎｔａｌ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ））送信方式
がある。通常、単一の送信方式を各再送機会で用いる。共通の送信方式を繰り返し用いる
場合には、データ伝送特性の改善が見込めない場合がある。
【００６３】
　このため、本実施の形態に係る通信制御方法は、再送制御を行う場合において、所定回
数でパリティビットの送信方式を切り替える。すなわち、ＣＣにて所定回数だけ再送制御
を行った場合には、パリティビットの送信方式をＩＲに切り替えて再送制御を行う。逆に
、ＩＲにて所定回数だけ再送制御を行った場合には、パリティビットの送信方式をＣＣに
切り替えて再送制御を行う。
【００６４】
　このように所定回数でパリティビットの送信方式を切り替えることにより、移動端末装
置ＵＥで複数のパリティビットを使用して受信データに対する符号化ビットを合成できる
。この結果、同一のパリティビットの送信方式を繰り返し使用する場合に比べて、データ
再送時における伝送特性を改善できる。
【００６５】
　パリティビットの送信方式の切り替えは、制御部１０８で行われる。すなわち、この場
合、制御部１０８は、切り替え部として機能する。この場合、制御部１０８は、バッファ
メモリ１０６に格納された、チャネル符号化後の符号化ビットに基づいてパリティビット
の送信方式を切り替える。具体的には、チャネル符号化後の符号化ビットに含まれるパリ
ティビットのうち、再送データとして選択されるパリティビットを切り替えることで、パ
リティビットの送信方式を切り替える。
【００６６】
　図９は、本実施の形態の第１の変形例に係る通信制御方法のデータ伝送時における処理
の説明図である。図９においては、図５と同様に、ソフトバッファが移動端末装置ＵＥで
十分に確保されない場合の処理を示している。特に、図９においては、移動端末装置ＵＥ
におけるソフトバッファのサイズＮｃｂが、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅより
も小さい場合について示している。
【００６７】
　第１の変形例に係る通信制御方法において、基地局装置ｅＮＢは、移動端末装置ＵＥに
おけるソフトバッファのサイズＮｃｂに関わらず、レートマッチング処理に先行して、チ
ャネル符号化後の符号化ビットの一定量の廃棄処理を行う。すなわち、複数のコンポーネ
ントキャリアで送受信が可能な移動端末装置に用いる移動通信システムにおいては、上記
符号化ビットの一定量は、コンポーネントキャリアの数に関わらず、単一のコンポーネン
トキャリアのみで送受信が可能な移動端末装置のソフトバッファメモリのサイズで決定さ
れる。但し、基地局装置ｅＮＢは、廃棄処理後の符号化ビット長が、レートマッチング後
の符号化ビット長Ｅを上回る範囲内で廃棄処理を行う。例えば、基地局装置ｅＮＢは、Ｒ
ｅｌｅａｓｅ８で規定されたＬＴＥ（以下、「Ｒｅｌ．８　ＬＴＥ」という）の仕様に応
じて廃棄処理を行う。この場合、チャネル符号化後の符号化ビットには、実際に該当移動
端末装置ＵＥに用いられるコンポーネントキャリア数に関わらず、単一のコンポーネント
キャリアに対応するソフトバッファサイズＮｃｂに応じて廃棄処理が施される。このよう
にすることで、Ｒｅｌ．８　ＬＴＥの基地局処理を利用できるメリットがある。
【００６８】
　次に、基地局装置ｅＮＢは、一部が廃棄されたチャネル符号化後の符号化ビットに対し
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てレートマッチング処理を施す。そして、基地局装置ｅＮＢは、このレートマッチング後
の符号化ビット長Ｅに応じた送信データを移動端末装置ＵＥに送信する。
【００６９】
　移動端末装置ＵＥは、この送信データＥを受信して復号する。この場合、基地局装置ｅ
ＮＢにおいて、ソフトバッファのサイズＮｃｂとは無関係に廃棄処理が行われ、且つ、廃
棄処理後の符号化ビット長が、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅを上回る範囲内で
廃棄処理が行われている。このため、受信データを構成する符号化ビットには、情報ビッ
トの一部の複製が含まれず、ソフトバッファが十分に確保される場合と同等のパリティビ
ットが含まれる。このような受信データを移動端末装置ＵＥで復号することにより、初回
の送信データにおいては、ソフトバッファが十分に確保される場合と同等の伝送特性を得
ることができる。このため、移動端末装置ＵＥにおいて、ソフトバッファが十分に確保さ
れない場合においても、データ伝送時における伝送特性の劣化を抑制できる。
【００７０】
　受信データに誤りが生じた場合においては、移動端末装置ＵＥは、ソフトバッファサイ
ズＮｃｂに応じて受信データの一部を廃棄してソフトバッファに格納する（Ｄｉｓｃａｒ
ｄｉｎｇ処理）。これにより、ソフトバッファが十分に確保されない場合においても、基
地局装置ｅＮＢで廃棄処理を行う場合と同様に、受信データの一部をソフトバッファに適
切に格納できる。移動端末装置ＵＥからの再送要求に応じて基地局装置ｅＮＢから再送デ
ータが送信された場合、移動端末装置ＵＥは、再送データと、ソフトバッファに格納され
た受信データとを合成する。
【００７１】
　図１０は、第１の変形例に係る通信制御方法が適用される基地局装置ｅＮＢの構成を示
すブロック図である。なお、図１０に示す基地局装置ｅＮＢは、図６に示す上記実施の形
態に係る基地局装置ｅＮＢと同様に、ＬＴＥシステム又はＬＴＥ－Ａシステムで利用され
る基地局装置ｅＮＢが通常に備える構成については備えているものとする。なお、第１の
変形例に係る通信制御方法に適用される移動端末装置ＵＥについては、上記実施の形態に
係る移動端末装置ＵＥ（図７）と共通するため、その説明を省略する。
【００７２】
　図１０に示す基地局装置ｅＮＢにおいては、廃棄処理部１０４Ａを備える点で、上記実
施の形態に係る基地局装置ｅＮＢと相違する。なお、図１０に示す基地局装置ｅＮＢにお
いて、上記実施の形態に係る基地局装置ｅＮＢ（図６）と共通する構成については同一の
符号を付し、その説明を省略する。
【００７３】
　廃棄処理部１０４Ａは、移動端末装置ＵＥが第１の変形例に係る通信制御方法に対応す
る場合において、移動端末装置ＵＥのソフトバッファが十分に確保されない場合にチャネ
ル符号化後の符号化ビットを一定量だけ廃棄する点で、上記実施の形態に係る廃棄処理部
１０４と相違する。廃棄処理部１０４Ａは、廃棄処理後の符号化ビット長が、レートマッ
チング後の符号化ビット長Ｅを上回る範囲内で廃棄処理を行う。
【００７４】
　具体的には、廃棄処理部１０４Ａは、Ｒｅｌｅａｓｅ８で規定されたＬＴＥ（以下、「
Ｒｅｌ．８　ＬＴＥ」という）の仕様に応じて廃棄処理を行う。この場合、廃棄処理部１
０４Ａは、チャネル符号化後の符号化ビットに対し、単一のコンポーネントキャリアに対
応するソフトバッファサイズに応じて廃棄処理を施す。単一のコンポーネントキャリアに
対応するソフトバッファサイズに応じて廃棄処理を施す場合、廃棄処理後の符号化ビット
長が、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅより小さくなることはない。
【００７５】
　仮に、通信に複数のコンポーネントキャリアが利用される場合、移動端末装置ＵＥのソ
フトバッファサイズは、コンポーネントキャリア数に応じて縮小される。これに伴い、ソ
フトバッファサイズが、レートマッチング後の符号化ビット長Ｅより小さくなる事態が想
定される。廃棄処理部１０４Ａは、通信に複数のコンポーネントキャリアが利用される場
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合においても、単一のコンポーネントキャリアに対応するソフトバッファサイズに応じて
廃棄処理を行う。これにより、廃棄処理後の符号化ビット長が、レートマッチング後の符
号化ビット長Ｅより小さくなるのを確実に防止できる。この場合、移動端末装置ＵＥで受
信されるデータ（受信データ）を構成する符号化ビットには、情報ビットの一部の複製が
含まれず、ソフトバッファが十分に確保される場合と同等のパリティビットが含まれる。
このような受信データを移動端末装置ＵＥで復号することにより、初回の送信データにお
いては、ソフトバッファが十分に確保される場合と同等の伝送特性を得ることができる。
このため、移動端末装置ＵＥにおいて、ソフトバッファが十分に確保されない場合におい
ても、データ伝送時における伝送特性の劣化を抑制できる。また、Ｒｅｌ．８　ＬＴＥシ
ステムの仕様を利用できることから、新たな制御を規定する必要がない。
【００７６】
　なお、廃棄処理部１０４Ａは、上記実施の形態に係る廃棄処理部１０３と同様に、例え
ば、移動端末装置ＵＥがＲｅｌ．８　ＬＴＥシステムのみに対応する場合において、移動
端末装置ＵＥのソフトバッファが十分に確保されない場合にチャネル符号化後の符号化ビ
ットの一部を廃棄する機能を備える（図３及び図４参照）。この場合、廃棄処理部１０４
Ａによる廃棄処理の切り替えは、制御部１０８からの指示に応じて行われる。すなわち、
制御部１０８から与えられる移動端末装置ＵＥの能力情報（ソフトバッファサイズを含む
）に応じて廃棄処理が切り替えられる。
【００７７】
　上述した本実施の形態に係る通信制御方法、並びに、第１の変形例に係る通信制御方法
においては、移動端末装置ＵＥのバッファメモリ２０５に設定されたソフトバッファを活
用することを前提としている。しかしながら、ソフトバッファが設定されたバッファメモ
リ２０５を有効に活用する観点から更に変形することが可能である。以下、ソフトバッフ
ァが設定されるバッファメモリ２０５を有効に活用する第２の変形例について説明する。
【００７８】
　上述したように、移動端末装置ＵＥにおけるソフトバッファサイズは、基地局装置ｅＮ
Ｂとの間で行われるＨＡＲＱプロセス数（最大８プロセス）などに応じて分割される。図
１１は、ＨＡＲＱプロセス数が８個の場合にバッファメモリ２０５に設定されるソフトバ
ッファの説明図である。この場合、バッファメモリ２０５は、図１１に示すように、各Ｈ
ＡＲＱプロセス（ＨＡＲＱプロセス１～ＨＡＲＱプロセス８）に応じて８個のソフトバッ
ファＳＢ１～ＳＢ８に分割される。なお、ＨＡＲＱプロセス数に応じたソフトバッファサ
イズは、パーシステントリソースが割り当てられた移動端末装置ＵＥに対して、呼設定プ
ロセスを通じてシグナリングされる。
【００７９】
　しかしながら、このようにバッファメモリ２０５が分割された場合においても、実際の
再送制御で全てのソフトバッファＳＢ１～ＳＢ８が利用されるとは限らない。再送制御は
、無線チャネルの状態に大きく依存するものであり、必要となるソフトバッファ数は変動
し得るからである。このため、図１１に示すようにバッファメモリ２０５が分割された場
合においても、実際の再送制御では、その一部のみのソフトバッファが利用される場合が
少なくない（図１２Ａ参照）。例えば、ソフトバッファは、再送時のパケット合成に必要
であるため、誤りが発生したＨＡＲＱプロセスのみをソフトバッファに格納することで利
用するバッファの量を低減することが可能である。
【００８０】
　本実施の形態の第２の変形例に係る通信制御方法においては、移動端末装置ＵＥにおい
て、バッファメモリ２０５に設定された複数のソフトバッファの使用状況を監視し、その
使用状況に応じて受信データの一部を格納するメモリ領域（具体的には、ソフトバッファ
）を変える。例えば、第２の変形例に係る通信制御方法においては、バッファメモリ２０
５に設定された複数のソフトバッファのうち、再送制御に利用されていないソフトバッフ
ァを含む複数のソフトバッファに受信データの一部を格納する。これにより、分割された
単一のソフトバッファに限定されず、複数のソフトバッファを有効に利用できるので、デ



(16) JP 5250061 B2 2013.7.31

10

20

30

40

50

ータ伝送の伝送特性を改善できる。
【００８１】
　図１２は、第２の変形例に係る通信制御方法により受信データを処理する場合の一例の
説明図である。図１２Ａにおいては、バッファメモリ２０５に設定された８個のソフトバ
ッファＳＢ１～ＳＢ８のうち、一部（４個）のソフトバッファＳＢ１～ＳＢ４が実際の再
送制御で利用される場合について示している。すなわち、残りのソフトバッファＳＢ５～
ＳＢ８については、利用されておらず、再送制御での利用を待機している状態である。
【００８２】
　第２の変形例に係る通信制御方法においては、図１２Ａに示すように、実際の再送制御
に利用されていないソフトバッファＳＢ５～ＳＢ８を用いて受信データを処理する。例え
ば、図１２Ｂに示すように、ＨＡＲＱプロセス８用のソフトバッファＳＢ８を、一時的に
ＨＡＲＱプロセス１用のソフトバッファに用いる。この場合には、本来のＨＡＲＱプロセ
ス１用のソフトバッファＳＢ１に受信データの一部が格納できない場合であっても、その
一部をＨＡＲＱプロセス８用のソフトバッファＳＢ８に格納できる。この結果、基地局装
置ｅＮＢからの受信データを柔軟に処理することが可能となる。
【００８３】
　図１３は、第２の変形例に係る通信制御方法により受信データを処理する場合の他例の
説明図である。第２の変形例に係る通信制御方法においては、図１３に示すように、バッ
ファメモリ２０５に設定された８個のソフトバッファＳＢ１～ＳＢ８を、複数のコンポー
ネントキャリア（図１３においては、２つのコンポーネントキャリア）間で共有して管理
する。また、各ソフトバッファＳＢ１～ＳＢ８には、それぞれのコンポーネントキャリア
において誤りが発生したＨＡＲＱプロセスのみが割り当てられる。
【００８４】
　例えば、第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ１）にてＨＡＲＱプロセス１、３、５～
７に誤りが発生し、第２のコンポーネントキャリア（ＣＣ２）にてＨＡＲＱプロセス１～
３に誤りが発生した場合には、図１３Ａに示すように、誤りが発生したＨＡＲＱプロセス
をソフトバッファＳＢ１～ＳＢ８に割り当てる。再送でＡＣＫとなったプロセスのバッフ
ァは空にして、他の誤りが発生したプロセスに割り当てられるようにする。その後、第１
のコンポーネントキャリア（ＣＣ１）にてＨＡＲＱプロセス１に誤りが発生し、第２のコ
ンポーネントキャリア（ＣＣ２）にてＨＡＲＱプロセス１～７に誤りが発生した状況に移
行した場合には、図１３Ｂに示すように、誤りが発生したＨＡＲＱプロセスをソフトバッ
ファＳＢ１～ＳＢ８に割り当てる。なお、通信に利用される複数のコンポーネントキャリ
アにおいて、誤りが発生したＨＡＲＱプロセスが８個を上回った場合には、そのパケット
をバッファメモリ２０５に格納せずに廃棄する。このように複数のコンポーネントキャリ
ア間でソフトバッファを共有して管理することにより、有限のソフトメモリの効率的に利
用でき、データ伝送の伝送特性を改善できる。
【００８５】
　図１４は、第２の変形例に係る通信制御方法が適用される移動端末装置ＵＥの構成を示
すブロック図である。なお、図１４に示す移動端末装置ＵＥは、図７に示す上記実施の形
態に係る移動端末装置ＵＥと同様に、ＬＴＥシステム又はＬＴＥ－Ａシステムで利用され
る移動端末装置ＵＥが通常に備える構成については備えているものとする。なお、第２の
変形例に係る通信制御方法に適用される基地局装置ｅＮＢについては、上記実施の形態又
は第１の変形例に係る基地局装置ｅＮＢ（図６、図１０）と共通するため、その説明を省
略する。
【００８６】
　図１４に示す移動端末装置ＵＥにおいては、制御部２０８Ａを備える点で、上記実施の
形態に係る移動端末装置ＵＥと相違する。なお、図１４に示す移動端末装置ＵＥにおいて
、上記実施の形態に係る移動端末装置ＵＥ（図７）と共通する構成については同一の符号
を付し、その説明を省略する。
【００８７】
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　制御部２０８Ａは、上記実施の形態に係る移動端末装置ＵＥの制御部２０８の機能に加
え、第２の変形例に係る通信制御方法に必要となるバッファメモリ２０５の管理機能（以
下、「メモリ管理機能」という）を備える。ここで、メモリ管理機能には、バッファメモ
リ２０５に設定された複数のソフトバッファのうち、再送制御に用いられるソフトバッフ
ァと、再送制御に用いられないソフトバッファとを管理する第１の機能が含まれる。また
、メモリ管理機能には、再送制御に利用されていないＨＡＲＱプロセス用のソフトバッフ
ァを、他のＨＡＲＱプロセス用のソフトバッファに割り当てる第２の機能が含まれる。さ
らに、メモリ管理機能には、第２の機能で他のＨＡＲＱプロセス用のソフトバッファに割
り当てたＨＡＲＱプロセス用のソフトバッファを、本来のＨＡＲＱプロセス用のソフトバ
ッファに復帰させる第３の機能が含まれる。さらに、メモリ管理機能には、第２の機能に
より再送制御に利用されていないＨＡＲＱプロセス用のソフトバッファを、他のＨＡＲＱ
プロセス用のソフトバッファに割り当てた場合に、廃棄処理部２０４の動作（廃棄処理）
を制御する第４の機能が含まれる。
【００８８】
　第２の変形例に係る通信制御方法によれば、移動端末装置ＵＥにおいて、バッファメモ
リ２０５に設定された複数のソフトバッファのうち、再送制御に利用されていないソフト
バッファを含む複数のソフトバッファを用いて受信データを処理する。これにより、分割
された単一のソフトバッファに限定されず、複数のソフトバッファを有効に利用できるの
で、基地局装置ｅＮＢからの受信データを柔軟に処理することができ、データ伝送の伝送
特性を改善できる。特に、バッファメモリ２０５に設定された複数のソフトバッファを、
複数のコンポーネントキャリアで共有する場合には、ソフトバッファを効率的に利用でき
、データ伝送の伝送特性を更に改善できる。
【００８９】
　なお、第２の変形例に係る通信制御方法においては、上記実施の形態又は第１の変形例
に係る通信制御方法と以下のように組み合わせることができる。例えば、実際に再送制御
に利用されていないソフトバッファが存在する場合には、第２の変形例に係る通信制御方
法によって複数のソフトバッファを用いて受信データを処理する一方、実際に再送制御に
利用されていないソフトバッファが存在しない場合には、上記実施の形態又は第１の変形
例に係る通信制御方法によって単一のソフトバッファを用いて移動端末装置ＵＥ側で廃棄
処理を行う。このように組み合わせることにより、バッファメモリ２０５を有効に活用し
ながら、データ伝送特性を改善できる。
【００９０】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００９１】
　ｅＮＢ　基地局装置
　ＵＥ　移動端末装置
　ＳＢ１～ＳＢ８　ソフトバッファ
　１０１　ＣＲＣ付加部
　１０２　チャネル符号化部
　１０３　インターリーバ
　１０４、１０４Ａ　廃棄処理部
　１０５　レートマッチング部
　１０６　バッファメモリ
　１０７　変調部
　１０８　制御部
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　２０１　復調部
　２０２　デインターリーバ
　２０３　合成部
　２０４　廃棄処理部
　２０５　バッファメモリ
　２０６　チャネル復号化部
　２０７　ＣＲＣ検査部
　２０８、２０８Ａ　制御部
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